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師崎図幅地域は知多半島の南部に位置し伊勢湾

と知多湾に囲まれた地域です.半島先端にある師崎

港はかつて尾張藩水軍の根拠地であり漁港として

も知られた所ですが今では対岸の伊良湖岬にフェリ

ｰボｰトが通じ三河湾国定公園の観光の一拠点とた

っています､

地域西岸の美浜町野間は平治の乱に敗れた源義朝

が悲業の最後を遂げた史跡の地で地形図にも義朝墓

と明記されています.

本図幅地域は主として新第三系～第四系の堆積岩

からなっています.基盤の領家帯花開岩類は地域

東南都の海上に点在する島に見られるだげです.

瀬戸内中新統に属する師崎層群は地城南端剖こ分

布し下部より日間賀累層･豊浜累層･山海累層･内

海累層に区分されます.本報告にはそれぞれの地層

について層序関係岩相と化石時代及び対比等が

詳しく述べられています.師崎層群は古くから軟体

動物化石などを産出することで有名です.化石につ

いては従来多くの研究報告がありますが本報告で

は比較的最近の報告に基づいて軟体動物化石の他

浮遊性有孔虫魚類化石等の産出層準産地位置図が

まとめて示されています.

師崎層群の分布地域の北部には東海層群が広く分

布し北に隣接するr半田｣図幅地域に連続Lていま

す･東海層群は中新世後期一更新世前期に伊勢湾

周辺地域にわたって存在した東海湖と呼ばれる湖沼の

堆積物であります.従来常滑層群と呼ばれていましたが

本報告では東海層群の名称を用いました.同層群は下部より

豊丘累層常滑累層に区分され各累層の層序関係岩相年

代火山灰層等について本報告で詳しく述べられています.

半島中央部には南知多道路(有料)が通じ南端の師崎付

近まで名古屋の中心部から約1時間で結ばれかつて陸の孤島

といわれたこの地域も交通の便が良くなりました､代表的

な巡検コｰスとしては乙力一初神一豊浜一小佐古布一岩屋

一礫ケ浦河和一南知多インタｰチェンシｰ内福寺河和一青

山池一野間河和一上野間たどがあげられます.豊浜の初神

断層や小佐の砂岩脈は一見に値します.図幅北部の新田の谷

を西に入ると更新統武豊層の好露頭があり東海層群中の重要た

鍵層である大谷火山灰層は原田西方の県道沿いで観察すると

よいでしょう.

本図幅の刊行により知多半島の地質図幅は全都揃ったこと

になります.半島北部のr半田｣及びr名古屋南部｣の地質

図幅(昭和61年発行)をも併せて読まれることをお薦めしま

す､
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